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防災情報通信セミナー
＆機器展⽰会

13:00〜16:40
⽔

講演 ウィルあいち（3F ⼤会議室）
定員120名（先着順）

展⽰ ウィルあいち（3F 第4会議室）

13:30〜16:10(13:00受付開始)

○交通⼿段
 地下鉄「市役所」駅2番出⼝より東へ徒歩約10分
 名鉄瀬⼾線「東⼤⼿」駅南へ徒歩約8分
 基幹バス「市役所」下⾞東へ徒歩約10分
 市バス幹名駅1「市政資料館南」下⾞北へ徒歩約5分

開催場所住所 名古屋市東区上竪杉町1  

申込⽅法

メールでお申込みください。
件名に「12/1防災情報通信セミナー参加」と記載し、本
⽂に①団体名・役職等、②⽒名、③連絡先（電話番号、
メールアドレス）を記載し送付してください。

申込期限 11⽉26⽇（⾦）

13:00〜16:40

内容

13:00 機器展⽰会（3F第4会議室）

13:30

セミナー受付開始（3F⼤会議室）

セミナー開始

● 講演 １
「総務省における災害対応の取組について」
講師︓総務省 総合通信基盤局

重要無線室⻑ ⽊村 裕明

●講演 2
「令和元年東⽇本台⾵災害における情報伝達

の検証と改善への取組」
講師︓⻑野市 総務部 危機管理防災課

課⻑補佐 渡辺 修 ⽒

16:10 閉会

16:40 機器展⽰会終了

○講演１

「総務省における災害対応の取組について」
通信が経済・社会活動を⽀える重要なインフラの⼀つとなる中、

災害時における通信の重要性はますます⾼まってきています。本講
演では、公共業務⽤無線を中⼼に、我が国の対災害性強化の取組を
紹介します。

講演概要

○講演２

「令和元年東⽇本台⾵災害における情報伝達の検証と改善
への取組」
令和元年東⽇本台⾵災害時に発令した避難情報がどのように対象

者へ伝わったのか⼜は伝わらなかったのか、実態とアンケート結果
を紹介し、検証結果を踏まえた課題の改善に向け、国・県・市の取
組の現状と⽅向性を説明します。

主催 総務省東海総合通信局
東海地⽅⾮常通信協議会
東海情報通信懇談会

○機器展⽰会

場所

スケジュール⼊場無料

《申込み先、問合せ先》
総務省 東海総合通信局 防災対策推進室
メール︓bousai-tokai＠soumu.go.jp
電 話︓０５２－９７１－９１３９
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※参加証は発⾏いたしませんが、定員に達し次第、締切りとし、参加不
可能な場合のみご連絡差し上げます。

※お申込みの際にお知らせいただいた⽒名等の個⼈情報は、当該セミ
ナーへの参加集約にのみ使⽤し、セミナー終了後廃棄いたします。

各種通信機器、臨時災害放送局⽤機器、ドローン等最新
の災害対応情報通信機器の展⽰をいたします。

●講演 3
「NHKの災害報道」
講師︓⽇本放送協会 名古屋拠点放送局 報道部

副部⻑ ⽯⼭ 健吉 ⽒

○講演3

「NHKの災害報道」
熱海市の⼟⽯流災害、相次ぐ豪⾬災害、⼤地震等、激甚化する

⾃然災害に対し、NHKは公共放送としてこれまでになく災害報道
の強化に取り組んでいます。その⼤きな⽬的は防災であり減災で
す。いざ災害が起きた時に被害をいかに防ぎ少なく出来るのか。
そのためにどのような取組を進めているのか。実例とともにお伝
えします。


